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１．はじめに 

平成 23 年に発生した東日本大震災のように，海域

で発生する地震とそれに伴う津波は，沿岸地域に甚大

な被害をもたらす自然災害の一つといえる．津波被害

の軽減は，沿岸各地の自治体や住民にとって重要な課

題である．その課題を解決するためには，防波堤や護

岸の整備などのハード対策と，過去に発生した自然災

害を基にした防災教育やハザードマップの活用などの

ソフト対策を同時に進めていく必要がある．過去に発

生した地震や津波の記録は古文書等に示されているが，

より長期間の津波記録を追跡するためには，地質記録

を調べること，つまり津波堆積物を確認することが必

要である．津波堆積物を用いた古地震・古津波の研究

は，国内外で実施されているが，国内においては太平

洋側の研究例がほとんどである．日本海沿岸からの報

告は，箕浦らによる一連の研究¹⁾や平川ほか²⁾，鎌滝

ほか³⁾などわずかである．また、鎌滝ほか⁴⁾は，秋田

県八峰町で津波堆積物の可能性がある地層を報告して

いるが，まだその形成要因は津波と特定されていない．

その様な背景の基，我々は将来発生しうる津波の浸水

域を推定し，被害の軽減に役立てる情報を得ることを

目的とし，秋田県沿岸で津波堆積物調査を行っている．

本研究では，秋田県八峰町で実施した調査により，津

波によって形成された可能性があるイベント堆積物が

確認されたので報告する． 

２．調査地域および調査方法 

調査地点の選定に関しては，地震被害想定調査等の

シミュレーションで津波による浸水が推定される場所

およびその周辺であること，人工改変の影響が少ない

場所などを考慮しておこなった．調査地点は，秋田県

北西部に位置する秋田県八峰町沼田地区である（図 1）．

調査地点の水田について，現在の空中写真と 1975 年

に撮影された空中写真とを比べてみると（図 2および

3），その水田は当時から存在しており，また，形状

も大きく変化していない．したがって本調査地点は，

人工改変の影響をあまり受けていないと判断した．こ

れらの水田は標高 3m 程度である．また，調査地点と

海岸の間にある砂丘は標高 5~10m 程度あり，周辺には

2 級河川である竹生川が流れている．したがって，調

査地点は河川からの洪水の影響は考えられるが，高潮 

による影響は極力取り除ける場所と考えられる． 

この地域は 2013 年に公表された秋田県地震被害想

定調査⁵⁾によると，青森沖から山形沖まで震源域を拡

げた連動地震の津波の場合，約 5~10m の浸水深が予想

されている．また，1983 年日本海中部沖地震の際には，

竹生川に沿って津波が遡上し，上流 1,100m 付近にあ

る水田まで浸水し，さらに川沿いを 1,800m まで遡上

したとされる⁶⁾．したがって，1983 年日本海中部地震

の震源域における津波の再来間隔等を評価する上で，

本調査地域で津波堆積物の存在を明らかにすることは

極めて重要といえる．本研究では，ハンドコアラーと

小型ジオスライサー⁷⁾を用いたボーリング調査によっ

て試料採取をおこない，放射性炭素年代測定により地

層の年代形成を推定した． 

 

図 1 調査地域の全体図 

（国土地理院ホームページより引用） 

 

図 2 現在の八峰町沼田地区におけるボーリング掘削

地点（Google earth より引用） 
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図 3 1975 年当時の八峰町沼田地区におけるボーリン

グ掘削地点（国土地理院発行約 8,000 分の 1 空中写真

「1975 年撮影 CTO7522-C7A-2」を使用） 

 

３．結果とその解釈 

採取されたボーリングコア試料には，沖積低地に堆

積したシルトや泥炭を主体とした細粒の堆積物中に，

細粒～中粒砂を主体とした粗粒堆積物が数枚挟まれる

ことがわかった（図 4）．表層の深度 0～0.16m は耕作

土である．深度 0.16~0.27m は，細粒砂を含む暗褐色シ

ルト層である．深度 0.27~0.30m に前後のシルト層には，

細粒砂が挟まれる．深度 0.30~0.70m は植物片を含んだ

粘土が混ざる暗色シルト層である．深度 0.70~1.20m は

植物片，泥炭を含む砂層である．砂の粒度変化をみる

と，上方に細粒化する．深度 1.20m 以下は主に植物片

を多く含んだ泥炭である． 

得られた試料の中で，深度 0.70~1.20m にみられる砂

質堆積物には，1）基底部が侵食面を呈しており，その

直上には下位の泥炭層を侵食して取り込んだ偽礫がみ

られること，2）深度 0.90~1.20m に斜交層理や平行層

理などの初生堆積構造がみられること，3）上部には植

物片が密集すること，などの特徴が認められる．（図 4

の写真）．したがってこれらの堆積物は，静穏な湿地環

境に強い水流を伴ったなんらかのイベントが生じたこ

とによって形成されたものと解釈した．前述したよう

に調査地点周辺は，標高 3m 前後で海岸との間に標高

5~10m 程度の砂丘があるということ，海からある程度

の距離があることという地理的特徴がある．これら二

点を踏まえると，イベント堆積物が高潮によって形成

された可能性は低いと判断した．しかし、津波と竹生

川で発生した洪水という二つの可能性が残されるため，

さらに竹生川からの距離をほぼ変えず，海から遠ざか

るように群列掘削を行った。その結果，海から遠ざか

る方向に図 2 の写真で示したイベント堆積物が薄くな

る様子が確認できた．もしこのイベント堆積物が洪水

によるものとすると，厚さはあまり変化しないと考え

られる．しかし，海から遠ざかるにつれてイベント堆

積物の厚さが薄くなることから，このイベント堆積物

は津波によって形成された可能性が最も高いと解釈し

た．また、イベント堆積物の上下の地層から得られた

試料を対象として実施した放射性炭素年代測定結果に

より，イベント堆積物は，西暦 1300 年から 1400 年頃

の時期に形成されたものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ボーリングコア試料の柱状図と深度 0.7~1.2m

にみられるイベント堆積物 

 

4．まとめ 

本研究により，以下の 2 点が明らかになった． 

1) 秋田県八峰町沼田地区の沿岸低地で，西暦 1300~ 

1400 年頃に形成されたイベント堆積物を確認した． 

2) イベント堆積物は，その内部構造と分布様式から， 

津波堆積物と考えられる． 

5．おわりに 

 今後，イベント堆積物のより広範囲への分布を明ら

かにする調査や，他の地域で見出されているイベント

堆積物との比較等を進め，当地域における津波履歴や

その影響範囲等について明らかにしていきたい．さら

に，津波堆積物の分布範囲などから，津波の規模に関

する検討も進めていきたい． 
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